
おおやまざき
6
2026
June

No116

議会だより

令和８年度予算

総額80億5,687万4千円を決定
特集

バラは大山崎町特産品



23 ぎかいだより おおやまざきぎかいだより おおやまざき No.116 2026.6

【
特
集
】令
和
８
年
度
予
算 

総
額
80
億
５
，６
８
７
万
４
千
円
を
決
定

３
月
議
会
あ
ら
ま
し

一
般
質
問

次
の
ペ
ー
ジ
は

【
特
集
】令
和
８
年
度
予
算 

総
額
80
億
５
，６
８
７
万
４
千
円
を
決
定

次
の
ペ
ー
ジ
も

【
特
集
】令
和
８
年
度
予
算 

総
額
80
億
５
，６
８
７
万
４
千
円
を
決
定

予算決算常任委員会等における主な議論（概要）

３月議会（３／９～16） 

〇姉妹都市提携事業（フィリピン視察費用）

議会側の指摘

　�姉妹都市交流について、関係者や教育委員会への十分な説明や協議がないまま進められているので
はないか、また候補地の比較検討や議会への提示が必要ではないか、との指摘があり、事業の進め
方に疑問が示されました。そのため、当該予算の削除を求める意見がありました。 

行政の見解

　�交流先の選定自体に議会の議決は必要ないとの認識を示した上で、姉妹都市提携に向けては現地視
察を行い、その結果を議会や住民へ説明していく必要があるとしています。また、英語環境や時差、
渡航費等を総合的に勘案し、フィリピンが適しているとの考えが示されました。 

〇ふるさと納税 

議会側の指摘 

　�収支が赤字傾向にある中、返礼品の見直しによる改善策が十分ではないとの意見があり、特にビー
ルの工場直送化など具体的提案が採用されていない点について課題の指摘がありました。 

行政の見解

　�地元商工業の振興という制度趣旨を踏まえ、返礼品は地元小売店を通じた取り扱いを維持する方針
としています。一方で、体験型返礼品や文化施設の利用券など新たなメニューを追加し、改善を図っ
ていると説明しています。 

〇福祉センター設備更新等設計業務 

議会側の指摘 

　�設計費の規模から将来的に多額の工事費が見込まれる一方で、事業内容の詳細説明が不十分であり、
現時点での判断が難しいとの意見がありました。 

　�また、施設のあり方そのものを含めた見直しの必要性についても指摘がありました。 

臨時会（３／31） 

議会側の質疑 

・再提案された予算の見直し基準や判断過程について 
・�予算否決をうけて準備されている暫定予算編成における新規事業（例：給食無償化）の取り扱いにつ
いて 

行政の答弁 

・�本会議や委員会での議論を踏まえ、異論の多かった複数項目を削除したと説明。新たな歳出の追加
については、検討時間の制約から見送ったとしています。 

・�暫定予算は原則として義務的・経常的経費に限定されるため、議会で否決された新規事業を専決処
分で計上することは難しいとの認識が示され、「給食無償化」は計上されていないと説明しています。

新
年
度
予
算
、
臨
時
会
で
議
員
提
出
の
修
正
案
が
可
決
！

特
集

予算の詳細
広報おおやまざき５月号

　
令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算
は
３
月
24
日
閉
会
の
３
月
定
例
会
で
否
決
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
31
日
に
臨
時
会
が
開
か
れ
、
町
が
予
算
を
再
提
案
し
ま
し
た
。
こ
の
案
に

対
す
る
議
員
か
ら
の
修
正
案
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、年
度
内
の
予
算
成
立
と
な
り
ま

し
た
。
町
民
の
皆
様
に
は
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
小
学
校
給
食

無
償
化
等
の
施
策
が
実
施
さ
れ
、住
民
生
活
に
影
響
な
く
新
年
度
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
予
算
審
議
に
お
い
て
は
、
姉
妹
都
市
提
携
事
業
や
通
学
路
整
備
事
業
な
ど
、
過
去
に
議

会
で
否
決
さ
れ
た
案
件
が
再
度
計
上
さ
れ
て
い
た
こ
と
、ま
た
各
事
業
の
必
要
性
や
優
先

順
位
、
進
め
方
な
ど
が
議
論
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
本
会
議
の
審
議
及
び
臨
時

議
会
の
内
容
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

令
和
８
年
度
予
算 

総
額
80
億
５
，６
８
７
万
４
千
円
を
決
定

３
月
24
日 

３
月
議
会
閉
会

�

　
　
一
般
会
計
予
算（
議
案
第
10
号
）が
賛
成
少
数
で
否
決

３
月
31
日 

臨
時
会

　
　�

町
が
再
提
案
し
た
一
般
会
計
予
算（
議
案
第
25
号
）に
対
す
る

議
員
の
修
正
案
が
賛
成
多
数
で
可
決

〇
反
対
７
名（
小
畑
、
徳
本
、
島
、
西
田
、
北
村
、
山
中
、
波
多
野
）

討
論
よ
り

・�

議
会
が「
認
め
ら
れ
な
い
」と
修
正
削
除
し
て
い
る
姉
妹
都
市
提
携
関
連
予
算
及
び
、

問
題
を
指
摘
す
る
通
学
路
整
備
に
関
し
て
議
会
と
の
十
分
な
協
議
も
無
い
ま
ま
、

繰
り
返
し
提
案
し
て
い
る
。
議
会
制
民
主
主
義
を
無
視
し
て
い
る
政
治
姿
勢
を
認

め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

・�

今
ま
で
に
議
会
と
し
て
決
議
を
あ
げ
、
町
道
狭
窄
部
分
等
の
道
路
整
備
計
画
を
示

す
よ
う
求
め
て
い
る
が
な
ん
ら
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

・�

年
に
一
度
し
か
使
わ
な
い「
天
王
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
照
明
設
備
改
修
事
業
」に

２
，
０
０
０
万
円
も
の
多
額
な
予
算
を
使
う
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

・�

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
、
駐
輪
場
内
の
増
設
台
数
を
減
ら
し
街
中
へ
の
設

置
台
数
を
増
や
す
べ
き
だ
。

〇
賛
成
４
名（
朝
子
、
堀
内
、
辻
、
井
上
治
夫
）

討
論
よ
り

・�

小
学
校
給
食
無
償
化
、
保
育
所
、
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
更
新
実
施
、
補
聴
器
購

入
補
助
の
拡
充
な
ど
、
さ
ら
に
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
へ
前
進
す
る
予
算
で
あ
る
。

再
提
案
さ
れ
た
予
算

３
月
議
会
提
案
予
算
か
ら
５
項
目
を
削
除

①
姉
妹
都
市
提
携
事
業（
フ
ィ
リ
ピ
ン
視
察
費
用
）

②
地
域
公
共
交
通
再
構
築
事
業
の
一
部（
町
営
バ
ス
車
両
ラ
ッ
ピ
ン
グ
費
用
）

③
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
備
更
新
等
設
計
業
務

④
天
王
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
照
明
設
備
改
修
事
業

⑤
通
学
路
整
備
事
業

　
町
か
ら
の
再
提
案
に
対
し
て「
３
月
議
会
で
の
議
論
の
反
映
が
不
十
分
」と
し
て
、

５
名
の
議
員
連
名
で
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
。

〇
修
正
内
容

　

�

①
火
災
報
知
器
購
入
費
補
助
、
②
Ｊ
Ｒ
山
崎
駅
前
駐
輪
場
防
犯
カ
メ
ラ
更
新
の
２

事
業
を
削
除
。

〇�

決
定
し
た
予
算
総
額
は
、３
月
定
例
会
に
町
が
提
案
し
た
予
算
総
額
よ
り 

約
６
千

万
円
減
額
し
ま
し
た
。

３月議会・臨時会の
YouTube配信
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３
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３
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７
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令
和
８
年
度
予
算
案

― 
私
の
意
見 

―

＊
議
員
が
各
自
の
責
任
に
よ
り
執
筆
し
て
い
ま
す
。

　
（
議
長
は
表
決
に
加
わ
っ
て
い
な
い
た
め
、
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。）

特
集 
令
和
８
年
度
予
算 

総
額
80
億
５
，６
８
７
万
４
千
円
を
決
定

　
議
会
軽
視
の
行
政
運
営
が
顕
著
で
、
過
去
に
否
決
さ
れ
た
事

業
を
繰
り
返
し
計
上
す
る
姿
勢
や
説
明
不
足
は
看
過
で
き
ず
、

町
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
の
意
思
を
守
る
た
め
本
予
算
に
反
対

し
ま
し
た
。

西田　光宏
　
今
回
、
国
の
予
算
で
全
国
一
律
に
給
食
無
償
化
が
実
現
出
来

た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
。
過
去
に
議
会
が
修
正
削
除
し
た
項

目
が
複
数
件
予
算
計
上
さ
れ
る
こ
と
に
違
和
感
を
感
じ
る
。
予

算
審
議
に
お
い
て
中
長
期
財
政
計
画
を
示
す
べ
き
。

北村　吉史
　
修
正
可
決
し
て
き
た
姉
妹
都
市
や
通
学
路
事
業
に
つ
い
て
、

十
分
な
説
明
や
検
証
も
な
く
予
算
計
上
さ
れ
た
点
は
不
誠
実
で

議
会
軽
視
で
あ
り
、
予
算
全
体
の
在
り
方
に
強
い
疑
問
を
呈
し

ま
し
た
。

山中　一成

　
保
育
所
や
小
・
中
学
校
教
室
空
調
更
新
工
事
や
小
学
校
給
食

費
無
償
や
、
町
営
バ
ス
購
入
、
常
設
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
整
備
等
、
こ
れ
ま
で
お
聞
き
し
て
き
た
要
望
事
項
が
新
規
予

算
に
盛
り
込
ま
れ
、
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
が
進
ん
で
い
る
。

辻　真理子
　
令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算
は
最
大
規
模
、
今
年
は
町
長
と

町
議
会
議
員
の
選
挙
が
10
月
に
あ
る
。
京
都
府
で
も
選
挙
の
時

は
骨
格
予
算
、
選
挙
後
に
補
正
予
算
で
事
業
を
進
め
る
。
骨
格

に
は
町
民
生
活
や
経
済
活
動
へ
の
影
響
を
対
応
、
子
育
て
教
育

を
含
む
。

島　一嘉

　
充
実
予
算
。
町
営
バ
ス
実
証
実
験
、
補
聴
器
や
ド
ア
ホ
ン
へ

の
補
助
。
天
王
山
ハ
イ
キ
ン
グ
道
整
備
。
保
育
所
・
学
童
保
育

待
機
児
ゼ
ロ
。
小
中
学
校
35
人
以
下
学
級
・
発
達
支
援
教
員
の

配
置
。
小
中
学
校
給
食
費
無
償
化
。
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
更

新
。

井上　治夫

　
二
山
小
へ
通
う
児
童
の
為
の
通
学
路
整
備
事
業
や
火
災
報
知

器
設
置
補
助
事
業
な
ど
の
予
算
が
削
除
さ
れ
た
事
は
残
念
で
す
。

一
方
、
補
聴
器
購
入
補
助
制
度
や
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

整
備
な
ど
住
民
の
願
い
が
、
さ
ら
に
前
へ
進
ん
だ
事
は
良
か
っ

た
で
す
。

堀内　古比呂
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
渡
航
費
は
子
ど
も
の
英
語
力
強
化
が
町
長
の
目

的
。し
か
し
教
育
委
員
会
か
ら
の
要
望
は
無
く
相
違
が
あ
る
。通

学
路
整
備
事
業
で
は
配
水
池
よ
り
下
の
通
路（
階
段
）が
老
朽
化

し
て
お
り
改
修
が
必
要
。
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
予
算
計
上
す
べ
き
で

あ
る
。

徳本　修司

　
①
鳥
居
前
頂
上
不
要
工
事
１
３
５
０
万
円
除
外
②
町
営
バ
ス

有
料
化
尚
早
・
不
完
全
７
０
０
万
除
外
③
Ｆ
国
関
連
プ
ラ
ン
60

万
円
前
川
私
的
費
除
外
④
ふ
る
さ
と
返
納
品
無
い
為
大
巾
赤
字

続
く
⑤
都
市
計
画
大
増
税
の
主
謀
者
前
川
現
職
ヤ
ラ
ズ

波多野　庇砂

　
最
も
大
き
な
事
業
は
、
小
中
学
校
な
ら
び
に
保
育
所
の
エ
ア

コ
ン
更
新
約
１
億
７
千
万
円
で
あ
る
。
議
会
で
の
議
論
が
反
映

し
た
も
の
と
考
え
る
。
現
在
進
行
中
の
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
と
合
わ
せ
子
育
て
環
境
の
一
層
の
改
善
と
な
る
。

朝子　直美
　
中
長
期
財
政
計
画
を
提
示
す
る
事
な
く
、
何
度
も
議
会
で
修

正
削
除
さ
れ
た
内
容
を
政
策
形
成
過
程
の
説
明
も
せ
ず
今
回
の

予
算
に
組
込
ん
で
い
る
。

　
新
規
計
上
の
予
算
内
容
も
計
画
が
ず
さ
ん
で
あ
り
、
具
体
的

な
「
歳
出
削
減
施
策
」が
無
い
予
算
で
あ
っ
た
。

小畑　孝信
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３
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議
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ま
し
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次
の
ペ
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【
特
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】令
和
８
年
度
予
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総
額
80
億
５
，６
８
７
万
４
千
円
を
決
定

３
月
議
会
で
の
一
般
質
問
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

３
月
議
会
あ
ら
ま
し

決議の内容は
こちらから

自家用有償旅客運送条例の制定（町営バス有償化に向けた条例の制定）

非核三原則の堅持を求める意見書（案）

米国、イスラエルおよびロシアによる軍事行動の即時停止と外交による平和解決を求める決議（案）

①大山崎町第５次総合計画基本構想　※
②大山崎町第５次総合計画基本構想に基づく前期基本計画　※

賛否が分かれた案件

○　　賛成・反対同数のため、議長裁決により否決

○　　賛成少数により否決

○　　賛成多数により原案可決

○①②ともに　　賛成少数により否決

※総合計画（基本構想・前期基本計画）
　町が策定する最上位の計画であり、その決定には、議会の議決を要することが条例で定めら
れています。
　第４次総合計画の期間が、令和８年３月で終了するにあたり、３月議会において、次の10年
間の計画（第５次総合計画）が提案されました。
　議会は、12月議会最終日に特別委員会を立ち上げ、１月より、素案の段階での検討を２日、
３月議会では、議案審査として５日間議論をしました。
　その結果、住民の参画も得ながら、職員によって手作りされた等身大の計画である。と賛成
する意見がある一方で、議員が求めてようやく行われた議会への素案の提示や意見聴取は、そ
の時期が極めて遅く、住民代表である議員の意見を計画に反映させる進め方ではなかったこ
と、第４次総合計画の総括が明確でないままに第５次計画が作られていること、中長期財政計
画が示されず財政的な裏付けのないことなど反対する意見が多く、否決に至りました。

　２月18日から３月24日までの35日間にわたり、町長から提出された22件
の議案と２件の諮問を審議しました。

３月議会あらまし
（令和８年第１回定例会）

季刊議会
議決結果は
こちらから

会議録は
こちらから

 賛成・反対の詳細は裏表紙をご覧ください。

第４回議会報告会（４月17日、18日）を行いました
開催状況：４月17日（金）19時～20時半　@円明寺が丘自治会館　　参加者11名
　　　　　４月18日（土）10時～11時　　@長寿苑　　参加者３名

　議会の透明性の担保と住民への説明責任の場として、年に２回をめどに議会報告会を開催して
います。前回に続き初参加の方がおられたことはうれしいことです。
　今回は、３月議会で審議した令和８年予算について、議決結果や、議論の内容を報告し、参加
者の皆さんから、報告内容への質問や議会へのご意見、町政に関しての要望をお伺いしました。

―複合化施設整備の現状と課題―
　複合化施設の整備については、特別委員会（令和５年６月議会で設置を決
定）において、議会閉会中も含め議論を進めています。昨年度は、主に、建
設工事前の最終段階である実施設計策定にむけての議論をおこないました。
　当初、建設費について行政側は「約24億円で実施する」と明確に示してい
ましたが、現在は資材・労務単価高騰等を理由に約26億円程度への増額が
見込まれる状況となっています。当初の説明との乖離について、十分な検証
と説明が求められます。
　また、令和８年４月現在。公民館の解体工事は完了し、発掘調査が６月ま
で実施される予定です。行政側案では、供用開始（オープン）は令和10年３
月中とされていますが、議会として、事業費の増額が今後の計画全体に与え
る影響についても、引き続き注視していきます。

「開かれた議会」を実践！

開会� ６/ ２（火）10：00

一般質問� ６/ ９（火）・６/10（水）10：00

議会改革特別委員会� ６/ ４（木）13：30
複合施設特別委員会� ６/11（木）10：00
総務産業常任委員会� ６/11（木）13：30
建設上下水道文教厚生常任委員会� ６/12（金）13：30
予算決算常任委員会� ６/15（月）10：00
広報常任委員会� ６/18（木）13：30

閉会� ６/19（金）10：00

日程詳細

－請願・陳情の提出期限－
定例会開会日の２週間前

上記の日程詳細からご確認ください。

提出の方法

令和８年第２回定例会日程
６月
議会日程

中央公民館解体前

令和８年４月現在
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【
特
集
】令
和
８
年
度
予
算 

総
額
80
億
５
，６
８
７
万
４
千
円
を
決
定

３
月
議
会
あ
ら
ま
し

一
般
質
問

次
の
ペ
ー
ジ
は

【
特
集
】令
和
８
年
度
予
算 

総
額
80
億
５
，６
８
７
万
４
千
円
を
決
定

次
の
ペ
ー
ジ
も

３
月
議
会
で
の
一
般
質
問
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

一
般
質
問

町：町の将来像と方針を示す最上位の計画

他の質問：目標指標名・目標値の決定経緯と方法を問う
　
　
「
総
合
基
本
構
想
」
は
町
の
最
上
位

の
計
画
で
あ
っ
て
最
上
位
の
目
的
で
す
。

第
４
次
総
合
計
画
の
目
標
が
達
成
で
き
な

か
っ
た
原
因
を
深
く
追
求
し
反
省
し
て
い

な
い
。
今
回
の
第
５
次
総
合
計
画
で
は
成

果
目
的
を
文
章
で
ご
ま
か
し
て
い
る
と
し

か
思
え
な
い
。
文
書
作
成
し
て
い
る
中
で
、

ご
意
見
等
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
審
議
会
で
は
基
本
的
に
Ｋ
Ｇ
Ｉ
・
Ｋ

Ｐ
Ｉ
を
し
っ
か
り
達
成
し
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
て
い
き
な
が
ら
も
10
年
間
の
中
長

期
的
な
計
画
で
あ
り
Ｋ
Ｐ
Ｉ
は
実
行
し
て

進
捗
状
況
が
可
視
化
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
る
と
ご
了
解
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　
　
10
年
後
に
今
年
掲
げ
た
最
上
位
の
目

的
に
達
す
る
よ
う
に
、
そ
の
進
捗
が
明
確

に
測
定
で
き
る
目
標
値
で
管
理
し
て
い
く

の
が
こ
の
手
法
じ
ゃ
な
い
の
で
す
か
？

　
　
決
し
て
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
設
定
を
ご
ま
か
そ

う
と
の
思
い
で
作
成
し
て
い
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

議議町町議議町町

大山崎町総合基本構想について

｢PDCAサイクル｣を回してない

町：配水池を通る通路整備を予算化した

他の質問：２期目の町政運営について問う
　
　
水
道
施
設
を
通
る
通
学
路
整
備
の
為

の
予
算
は
、
議
会
で
の
否
決
が
続
い
て
い

る
。
他
ル
ー
ト
の
検
討
は
し
て
い
る
か
。

　
　
昨
年
１
０
月
、
通
行
に
つ
い
て
の
覚

書
を
神
社
と
交
わ
し
た
。こ
の
覚
書
は
、児

童
の
通
学
に
支
障
が
生
じ
ぬ
よ
う
整
理
し

た
物
で
あ
る
。
し
か
し
町
が
主
体
的
に
管

理
し
、
安
全
性
・
継
続
性
を
確
保
で
き
る

通
学
路
を
整
備
す
る
事
が
望
ま
し
い
と
考

え
て
お
り
、
一
貫
し
て
鳥
居
前
配
水
池
内

を
活
用
し
た
通
学
路
整
備
を
目
指
し
て
き

た
為
、
他
ル
ー
ト
の
検
討
は
し
て
い
な
い
。

　
　
み
や
び
ヒ
ル
ズ
へ
の
進
入
路
の
足
元

灯
が
消
え
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
神
社

に
改
善
を
促
す
事
を
求
め
る
が
い
か
が
か
。

　
　
足
元
灯
は
神
社
が
設
置
し
た
も
の
で

あ
り
改
善
を
強
制
で
き
な
い
。
し
か
し
当

該
地
は
通
学
路
と
し
て
利
用
し
て
い
る
為
、

安
全
確
保
の
観
点
を
神
社
に
伝
え
、
可
能

な
範
囲
で
配
慮
を
求
め
る
事
は
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

議議町町議議町町

みやびヒルズの新通学路について

自転車も通れる通路整備が必要！

他の質問：脱炭素のまちづくり、まちづくりと民間事業
　
　
低
学
年
か
ら
の
男
女
別
の
更
衣
室
の

設
置
、健
診
時
の
着
衣
を
認
め
る
な
ど
、羞

恥
心
に
配
慮
し
た
対
応
を
求
め
る
が
い
か

が
。

　
　
現
状
、
小
学
校
１
，
２
年
生
は
男
女

合
同
で
着
替
え
て
い
る
。
今
後
、
各
学
校

で
の
実
情
に
応
じ
た
工
夫
も
行
い
な
が
ら

男
女
別
で
着
替
え
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
と
り
く
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
多
様
な
性
を
考
慮
し
た
更
衣
室
や
ト

イ
レ
の
整
備
を
。

　
　
各
学
校
に
多
目
的
ト
イ
レ
が
あ
る
た

め
、
個
々
の
児
童
生
徒
の
状
況
に
応
じ
た

対
応
は
可
能
で
あ
る
。
更
衣
室
に
つ
い
て

も
個
別
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
女
子
ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品
の
常
設

を
求
め
る
が
い
か
が
か
。

　
　
現
状
、
必
要
な
児
童
生
徒
に
は
、
保

健
室
で
の
手
渡
し
を
行
っ
て
い
る
。
直
接

渡
す
こ
と
で
困
り
ご
と
な
ど
も
把
握
で
き

る
。
学
校
現
場
か
ら
、
ト
イ
レ
へ
の
常
設

の
必
要
性
は
聞
い
て
い
な
い
。

議議町町議議町町議議町町

ジェンダーに配慮した教育環境を 町：実情に応じ工夫して取り組みたい

庁舎トイレ。
学校にも生理用品を

他の質問：姉妹都市との交流問題と観光事業費について
　
　
町
長
は
自
身
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に【「
フ
ィ
リ

ピ
ン
英
語
は
ダ
メ
」と
西
田
議
員
が
発
言

し
た
】と
い
う
虚
偽
の
投
稿
を
三
度
も
し

て
い
る
。
私
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
英
語
力
を

評
価
し
て
お
り
否
定
し
て
い
な
い
。
町
長

は
投
稿
前
に
議
事
録
を
確
認
し
た
の
か
。

　
　
議
事
録
の
確
認
は
し
て
お
ら
ず
事
実

と
異
な
る
点
に
つ
い
て
は
謝
罪
し
た
い
。

議
員
発
言
の
認
識
に
つ
い
て
は
記
憶
が
不

十
分
な
部
分
で
あ
り
今
後
調
べ
た
い
。
自

身
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
を
止
め
る
気
は
な
い
。

　
　
今
回
の
答
弁
は
質
問
の
趣
旨
を
踏
ま

え
た
も
の
と
認
識
す
る
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

発
信
内
容
と
議
事
録
と
の
間
に
相
違
が
あ

る
場
合
に
今
後
ど
の
よ
う
に
訂
正
・
対
応

し
て
い
く
考
え
か
。

　
　
一
般
質
問
の
答
弁
は
私
自
身
が
作
成

し
て
い
な
い
の
で
、
西
田
議
員
の
質
問
内

容
を
十
分
に
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
。
質

問
の
趣
旨
と
違
う
答
弁
の
訂
正
に
関
し
て

は
現
在
考
え
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

議議町町議議町町

町長の政治姿勢と情報発信 町：事実誤認を謝罪・SNSへ投稿は継続

確認無き投稿は
信頼の破壊です

他の質問：前川町長の行政運営に物申す。
　
　
本
年
１
月
の
第
１
回
臨
時
議
会
で
予

算
書
の
繰
越
明
許
費
に
お
い
て
複
合
化
施

設
実
施
設
計
委
託
料
が
翌
年
度
に
繰
越
さ

れ
た
。
本
来
、
実
施
設
計
書
の
確
認
が
済

み
、
令
和
８
年
度
予
算
審
議
で
工
事
発
注

で
は
な
い
の
か
？

　
　
議
員
の
指
摘
の
通
り
で
す
。
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
。
総
工
費
24
億
円
を
目
途
に

減
額
修
正
設
計
な
ど
を
検
討
し
た
為
に
完

成
が
遅
れ
て
い
る
ご
理
解
願
い
た
い
。

　
　
減
額
修
正
設
計
の
意
味
が
分
か
ら
な

い
。
町
長
は
先
に
議
会
に
提
示
し
た
基
本

設
計
に
お
い
て
24
億
円
の
総
工
費
を
約
束

さ
れ
た
の
で
す
が
？
ど
の
よ
う
に
し
て
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
取
り
戻
す
の
か
？

　
　
申
し
訳
な
い
。
令
和
10
年
３
月
ま
で

に
は
完
成
を
目
指
す
。

　
　
民
間
企
業
な
ら
ば
、
最
低
で
も
資
産

計
画
、
事
業
計
画
、
運
営
方
針
が
無
い
と

銀
行
借
入
の
土
台
に
も
乗
ら
な
い
。
い
つ

に
な
っ
た
ら
議
会
に
方
針
を
示
す
の
か
？

　
　
工
事
発
注
ま
で
に
。

議議町町議議町町議議町町

複合化施設の設計遅れについて 町：遅れは事実、申し訳ございません。

解体工事済の公民館跡地

町：恒久性持続性に課題

他の質問：財政と姉妹都市・保育所運営の妥当性と是非
　
　
鳥
居
前
地
区
の
通
学
路
整
備
に
つ
い

て
、
新
規
事
業
と
し
て
進
め
る
必
要
性
と

緊
急
性
に
疑
問
を
呈
し
ま
し
た
。
地
域
か

ら
は
既
存
ル
ー
ト
の
活
用
や
通
行
許
可
の

可
能
性
も
示
さ
れ
て
お
り
、
新
た
な
整
備

あ
り
き
で
は
な
く
、
現
行
ル
ー
ト
の
検
証

を
優
先
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
ま

し
た
。

　
　
町
は
児
童
の
安
全
確
保
を
最
優
先
と

し
必
要
な
事
業
と
説
明
。
既
存
ル
ー
ト
は

通
行
の
継
続
性
や
安
全
面
に
課
題
が
あ
り
、

安
定
的
な
通
学
路
と
し
て
位
置
付
け
が
困

難
と
し
、
新
規
整
備
を
進
め
る
考
え
を
示

し
ま
し
た
。

　
　
地
域
の
協
力
に
よ
り
覚
書
ま
で
交
わ

し
て
い
る
中
で
、
独
自
に
恒
久
的
整
備
を

進
め
る
こ
と
は
整
合
性
や
配
慮
に
欠
け
る

の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
ま
し
た
。
地
域

と
と
も
に
子
ど
も
を
守
る
あ
り
方
を
重
視

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

議議町町議議

鳥居前地内通学路本当に必要か？

地域の目、小倉神社経由で守る

北
きた

村
むら

 吉
よし

史
ふみ
議員

西
にし

田
だ

 光
てる

宏
ひろ
議員

３月定例会では、12人の議員が町政に関して質問しました。このページは、本会議の一般質問をもとに、議員が各自の責任により執筆しています。

山
やま

中
なか

 一
いっ

成
せい
議員

堀
ほり

内
うち

 古
こ

比
ひ

呂
ろ
議員

小
お

畑
ばた

 孝
たか

信
のぶ
議員朝

あさ
子
こ

 直
なお

美
み
議員

一 般 質 問
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【
特
集
】令
和
８
年
度
予
算 

総
額
80
億
５
，６
８
７
万
４
千
円
を
決
定

３
月
議
会
あ
ら
ま
し

一
般
質
問

次
の
ペ
ー
ジ
は

【
特
集
】令
和
８
年
度
予
算 

総
額
80
億
５
，６
８
７
万
４
千
円
を
決
定

表
決
の
結
果（
賛
否
が
分
か
れ
た
案
件
）

一
般
質
問

町：同じ保育所に通えるよう研究します

他の質問：町道１号線の改修計画　子供会の解散
　
　
子
育
て
環
境
の
充
実
を
進
め
る
町
で

あ
る
が
公
立
保
育
所
に
お
い
て
兄
弟
姉
妹

が
別
々
の
保
育
所
に
通
う
事
例
が
あ
る
。

子
育
て
し
て
い
る
住
民
が
朝
の
通
勤
時
に

２
ケ
所
の
保
育
所
に
子
供
を
預
け
る
、
毎

朝
こ
れ
が
続
く
、朝
の
交
通
渋
滞
の
中
、こ

の
時
代
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
対
策
を
講

じ
る
の
か
。

　
　
保
育
所
入
所
時
に
「
利
用
調
整
」
を

行
い
保
育
の
必
要
性
に
基
づ
く
指
数
・
公

平
性
・
継
続
利
用
を
優
先
し
調
整
し
て
い

る
。
保
育
所
毎
に
年
齢
枠
の
空
き
状
態
が

あ
る
が
兄
弟
を
優
先
さ
せ
る
と
入
れ
な
い

児
童
が
発
生
す
る
。
翌
年
度
は
転
園
希
望

を
優
先
的
に
調
整
し
て
い
る
。

　
　
各
保
育
所
の
空
き
枠
は
ス
ケ
ー
ル
を

大
き
く
す
る
し
か
な
い
、
保
育
所
定
数
４

４
６
名
に
対
し
入
所
児
童
は
４
０
２
名
つ

ま
り
40
名
の
枠
は
あ
る
、
建
物
の
調
整
は

難
し
く
と
も
、
人
材
の
確
保
で
調
整
し
や

す
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議議町町議議町町

保育所兄弟姉妹が一緒になれない

第３保育所

町：前川光給与返還全く考えず

　
　
①
令
和
６
年
度
の
赤
字
原
因
に
つ
い

て
。

　
　
①
法
人
町
民
税
・
固
定
資
産
税
減
収
。

歳
出
面
で
人
件
費
が
大
巾
に
増
加
。
企
業

業
績
に
左
右
さ
れ
易
い
体
質
。
今
後
も
人

件
費
や
補
助
費
の
増
加
が
避
け
ら
れ
な
い

構
造
的
課
題
の
認
識
。
歳
出
面
で
限
ら
れ

た
財
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、
最
小
の
経

費
で
最
大
の
効
果
が
得
ら
れ
る
様
に
玉
突

き
し
な
が
ら
絶
え
ず
追
及
と
し
た
。

　
　
再
質
問
で
答
弁
の
絶
え
ず
追
及
は
、

玉
突
き
の
み
と
指
摘
。
②
ふ
る
さ
と
納
税

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
大
幅
赤
字
。

　
　
令
和
６
年
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
額

１
９
３
３
万
円
係
る
経
費
約
１
０
８
５
万

円
係
る
控
除
額
約
６
２
８
９
万
円
な
の
で
、

５
４
４
１
万
円
の
赤
字
と
な
る
。
内
、
７

５
％
の
交
付
税
救
済
で
赤
字
は
７
２
３
万

円
。

　
　
指
摘
・
魅
力
あ
る
返
礼
品
開
発
努
力

見
え
ず
。

議議町町議議町町議議

前川町長定時内玉突き７年給与戻せ

ビリヤード

町：健康づくりに取り組みやすい環境整備

他の質問：町長の重点施策、環境の町について
　
　
町
長
の
提
案
説
明
の
な
か
で
、
長
く

健
康
で
い
ら
れ
る
実
効
性
の
あ
る
施
策
を

実
施
す
る
。
と
言
わ
れ
た
。
実
効
性
の
あ

る
施
策
は
何
か
。

　
　
運
動
で
は
歩
き
方
講
座
や
多
世
代
ヨ

ガ
な
ど
の
提
供
。
歯
周
病
菌
は
全
身
疾
患

の
要
因
と
な
る
た
め
、
歯
科
検
診
を
20
歳

以
上
の
方
を
対
象
に
節
目
検
診
の
実
施
。

ま
た
検
診
を
定
期
的
に
受
け
て
い
た
だ
き
、

疾
病
の
早
期
発
見
早
期
治
療
に
つ
な
が
る

事
業
を
進
め
て
い
る
。

　
　
町
長
は
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、
天

王
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
整
備
事
業
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
近
年
約
１
０
０
０
万
円

／
年
の
予
算
計
上
を
さ
れ
て
い
る
。
町
内

で
何
人
の
方
が
天
王
山
に
登
ら
れ
て
い
る

の
か
。

　
　
現
時
点
で
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　
　
把
握
さ
れ
て
い
な
く
高
額
の
予
算
計

上
さ
れ
て
い
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

そ
こ
は
確
り
と
把
握
し
、
登
山
者
数
が
少

な
け
れ
ば
多
く
な
る
様
な
改
善
が
必
要
。

議議町町議議町町議議

町長の重点施策、健康の町について

天王山  山頂

他の質問：児童・生徒が楽しく安心して通える学校に
　
　
京
都
府
で
２
番
目
に
高
い
水
道
料
金

が
利
用
者
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま

す
。
使
っ
て
い
な
い
府
営
水
道
の
カ
ラ
水

と
言
わ
れ
る
割
合
が
、
向
日
市
約
25
％
、

長
岡
京
市
約
46
％
、
大
山
崎
町
約
66
％
と
、

大
山
崎
町
が
突
出
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
で

す
か
。

　
　
支
出
の
大
き
な
割
合
を
占
め
る
府
営

水
道
受
水
費
が
経
営
を
圧
迫
す
る
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。
府
営
水
量
開
始
は
、
高

速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
が
で
き
る
前
で
工
場

が
た
く
さ
ん
あ
り
工
場
が
府
営
水
を
使
う

と
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
水
道
料
金
に
大
き
く
影
響
す
る
府
営

水
道
の
建
設
負
担
水
量
を
減
ら
す
こ
と
が

必
要
と
考
え
ま
す
。
い
か
が
で
す
か
。

　
　
府
営
水
道
の
建
設
負
担
水
量
は
令
和

８
年
１
月
よ
り
見
直
し
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

現
行
の
１
日
当
た
り
７
３
０
０
立
方
メ
ー

ト
ル
か
ら
、
令
和
11
年
に
は
４
７
１
５
立

方
メ
ー
ト
ル
へ
と
段
階
的
に
減
っ
て
い
き

ま
す
。

議議町町議議町町

高い水道料金の見直しを求める 町：健全な事業継続を慎重に検討する

京都府営水道建設負担水量・料金

負担水量 2000年 2029年 削減率

向日市 12,700㎥ /日 12,190㎥ /日 約96％

長岡京市 26,000㎥ /日 23,378㎥ /日 約90％

大山崎町 7,500㎥ /日 4,715㎥ /日 約65％

料金 100円/㎥（2000年） 51円/㎥（2025年）

他の質問：災害時に町LINEを活用し避難状況把握等
　
　
複
合
施
設
進
捗
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
問
う
。

　
　
現
在
、
実
施
設
計
の
見
直
を
行
っ
て

い
る
。
令
和
８
年
９
月
か
ら
令
和
９
年
11

月
で
建
築
工
事
を
実
施
し
、
完
了
後
に
備

品
類
の
搬
入
や
機
器
の
調
整
、
既
存
施
設

か
ら
の
引
っ
越
し
作
業
予
定
。
令
和
10
年

春
頃
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
い
く
。

　
　
図
書
室
に
つ
い
て
は
以
前
か
ら
夜
間

利
用
を
希
望
す
る
声
が
あ
る
。
試
験
的
に

（
金
土
な
ど
）等
開
館
時
間
を
延
長
し
て
は

い
か
が
か
。

　
　
現
時
点
に
お
い
て
対
応
す
る
こ
と
は

難
し
い
が
、
今
後
住
民
の
利
便
性
向
上
と

持
続
可
能
な
運
営
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
、

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
図
書
環
境
の
整
備

に
努
め
る
。

　
　
住
民
に
完
成
予
想
図
な
ら
び
に
施
設

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
周
知
し
、
施
設
の
名
称

を
公
募
し
て
は
。

　
　
施
設
名
称
の
公
募
は
、
住
民
の
皆
様

に
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
長
く
愛

さ
れ
る
施
設
と
す
る
た
め
に
大
変
有
効
な

手
法
で
あ
る
。

議議町町議議町町議議町町

長寿苑や保健センター跡地利用は 町：芝生広場としての利用を想定している

複合施設整備が進んでいます

他の質問：埋蔵文化財収蔵庫の建設について
　
　
上
下
水
道
事
業
審
議
会
か
ら
の
「
経

営
戦
略
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
答
申
を
受

け
町
の
考
え
方
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
答
申
で
は
、
水
道
事
業
の
修
繕
計
画

の
策
定
、
管
路
の
更
新
が
急
務
と
指
摘
。

下
水
道
事
業
で
は
施
設
老
朽
化
対
策
及
び

浸
水
対
策
が
指
摘
さ
れ
た
。
経
営
面
に
は
、

水
道
事
業
の
企
業
債
務
残
高
が
増
加
傾
向

に
あ
り
、
令
和
９
年
度
に
は
赤
字
に
転
じ

る
見
通
し
だ
。
国
庫
補
助
金
の
獲
得
や
住

民
負
担
を
考
慮
し
た
料
金
改
定
の
具
体
的

な
手
法
や
必
要
性
の
検
討
を
進
め
る
。
下

水
道
事
業
で
は
「
受
益
者
負
担
の
原
則
」

か
ら
著
し
い
乖
離
を
指
摘
さ
れ
た
。
同
じ

く
住
民
負
担
を
考
慮
し
た
料
金
改
定
の
必

要
性
や
具
体
策
を
検
討
す
る
。

　
　
上
下
水
道
事
業
の
現
状
の
課
題
や
財

政
現
状
、
今
後
の
展
望
や
対
応
を
広
く
町

民
の
皆
さ
ん
に
い
ち
早
く
知
ら
せ
る
べ
く

広
報
活
動（
チ
ラ
シ
配
布
）を
す
べ
き
と
考

え
る
。

議議町町議議

上下水道事業経営戦略について 町：料金改定の必要性について検討を進める

上下水道事業の経営戦略

井
いの

上
うえ

 治
はる

夫
お
議員 波

は
多
た

野
の

 庇
ひ さ ご

砂議員

島
しま

 一
かず

嘉
よし
議員

徳
とく

本
もと

 修
しゅうじ

司議員

井
いの

上
うえ

 博
ひろ

明
あき
議員

辻
つじ

 真
ま

理
り

子
こ
議員



【
特
集
】令
和
８
年
度
予
算 

総
額
80
億
５
，６
８
７
万
４
千
円
を
決
定

３
月
議
会
あ
ら
ま
し

一
般
質
問

議
案
番
号

議
案
名

議
決

結
果

議
長

日
本
共
産
党
議
員
団

大
山
崎
ク
ラ
ブ

安
心

大山
崎が

好き
!!

（大
好き

の会
）
公
明
党

の
ぞ
み

れ
ん
ご
う

大
山
崎

井
上
 博
明

朝
子
 直
美

辻
 真
理
子

井
上
 治
夫

堀
内
 古
比
呂

山
中
 一
成

西
田
 光
宏

島
 一
嘉

北
村
 吉
史

小
畑
 孝
信

波
多
野
 庇
砂

徳
本
 修
司

第
２
号
議
案
大
山
崎
町
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

否
決

×
※

1
○

○
 

討
論

○
○

×
 

討
論

×
×

 
討

論
留

保
 ※

２
×

 
討

論
×

 
討

論
○

第
５
号
議
案
大
山
崎
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

原
案

可
決

※ 議 長 は 、 議 員 と し て 表 決 に 加 わ り ま せ ん 。

×
×

×
×

 
討

論
○

○
○

 
討

論
○

○
○

 
討

論
○

第
８
号
議
案
令
和
７
年
度
大
山
崎
町
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
７
号
）

原
案

可
決

○
 

討
論

○
○

○
○

○
○

○
○

×
 

討
論

○

第
10
号
議
案
令
和
８
年
度
大
山
崎
町
一
般
会
計
予
算

否
決

○
 

討
論

○
○

 
討

論
○

 
討

論
×

×
 

討
論

×
 

討
論

×
 

討
論

×
 

討
論

×
 

討
論

×
 

討
論

第
11
号
議
案
令
和
８
年
度
大
山
崎
町
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
予
算

原
案

可
決

×
×

×
×

 
討

論
○

○
○

○
○

○
 

討
論

○
 

討
論

第
13
号
議
案
令
和
８
年
度
大
山
崎
町
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

原
案

可
決

×
 

討
論

×
×

×
○

○
○

 
討

論
○

○
○

 
討

論
○

第
17
号
議
案
令
和
８
年
度
大
山
崎
町
水
道
事
業
会
計

予
算

原
案

可
決

○
○

○
 

討
論

○
○

○
×

 
討

論
○

 
討

論
○

×
 

討
論

○

第
20
号
試
案
大
山
崎
町
第
５
次
総
合
計
画
基
本
構
想

を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

否
決

○
 

討
論

○
○

 
討

論
○

×
×

 
討

論
×

 
討

論
×

 
討

論
×

 
討

論
×

 
討

論
×

 
討

論
第
21
号
議
案
大
山
崎
町
第
５
次
総
合
計
画
基
本
構
想
に
基

づ
く
前
期
基
本
計
画
を
定
め
るこ
とに
つ
い
て

否
決

○
 

討
論

○
○

 
討

論
○

×
×

 
討

論
×

 
討

論
×

 
討

論
×

 
討

論
×

 
討

論
×

 
討

論
意
見
書
案

第
１
号

非
核
三
原
則
の
堅
持
を
求
め
る
意
見
書

（
案
）

否
決

○
○

○
 

討
論

○
×

×
×

 
討

論
×

×
 

討
論

×
○

決
議
案

第
１
号

米
国
、
イ
ス
ラ
エ
ル
お
よ
び
ロ
シ
ア
に

よ
る
軍
事
行
動
の
即
時
停
止
と
外
交
に

よ
る
平
和
解
決
を
求
め
る
決
議（
案
）

原
案

可
決

○
○

○
○

×
×

×
 

討
論

×
 

討
論

○
×

 
討

論
○

※
１

　
賛

成
・

反
対

が
同

数
と

な
っ

た
た

め
、

議
長

が
裁

決
を

行
っ

た
。

※
２

　
賛

成
・

反
対

を
表

明
せ

ず
に（

採
決

に
加

わ
ら

ず
に

）退
席

。
令

和
８

年
第

２
回

臨
時

会
　

表
決

の
結

果（
賛

否
が

分
か

れ
た

案
件

）

第
25
号
議
案
令
和
８
年
度
大
山
崎
町
一
般
会
計
予
算
�

※
可
決
し
た
修
正
案
の
部
分
を
除
く
原

案
の
賛
否

修
正

可
決

※� 議 長 は 、 議 員 と

し て 表 決 に 加

わ り ま せ ん 。

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

議
員
提
出

議
案
第１
号
第
25
号
議
案
　
令
和
８
年
度
大
山
崎

町
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
修
正
動
議
�

※
議
員
が
提
出
し
た
修
正
案

可
決

×
×

×
 

原
案

○
 

討
論

×
○

○
 

原
案

×
 

討
論

○
 

原
案

×
 

討
論

×
○

 
討

論
○

 
討

論
○

 
討

論

令
和

８
年

第
１

回
定

例
会

　
表

決
の

結
果（

賛
否

が
分

か
れ

た
案

件
）
※
○
は
賛
成
　
×
は
反
対
　
を
表
し
て
い
ま
す
。※
討
論
は
、賛
成
も
し
く
は
反
対
の
意
見
を
述
べ
た
場
合
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

●
表
決

　
議

員
が

各
自

の
賛

成
、

反
対

の
意

思
表

示
を

す
る

こ
と

。
●
討
論

　
会

議（
本

会
議

）で
の

表
決

の
前

に
、

議
題

と
な

っ
て

い
る

案
件

に
対

し
て

、
賛

成
か

反
対

か
の

自
分

の
意

見
を

表
明

す
る

こ
と

。
　

な
お

、自
分

の
意

見
を

表
明

す
る

だ
け

で
は

な
く

、意
見

の
異

な
る

議
員

を
自

分
の

意
見

に
賛

同
さ

せ
る

よ
う

に
す

る
目

的
が

あ
り

ま
す

。

【
発
行

】大
山

崎
町

議
会

 
【
編
集

】広
報

常
任

委
員

会
　

朝
子

直
美

委
員

長
／

西
田

光
宏

副
委

員
長

／
堀

内
古

比
呂

／
小

畑
孝

信
／

島
一

嘉
／

井
上

博
明

次
回

は
９

月
１

日
に

お
届

け
し

ま
す

〒
61

8-
85

01
 京

都
府

乙
訓

郡
大

山
崎

町
字

円
明

寺
小

字
夏

目
３

番
地

Te
l　

07
5-

95
6-

21
01

　
Fa

x　
07

5-
95

3-
60

20

討
論

の
内

容
は

、
会

議
録

で
ご

覧
く

だ
さ

い
。（

次
回

定
例

会
の

開
会

日
頃

か
ら

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。）
　

○
冊

子
で

閲
覧（

閲
覧

場
所

：
役

場
１

階
ロ

ビ
ー

・
役

場
３

階
情

報
公

開
窓

口
・

　
　

役
場

４
階

議
会

図
書

室
・

中
央

公
民

館
図

書
室

・
長

寿
苑

）
　

○
町

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

会
議

録
検

索
シ

ス
テ

ム
で

閲
覧（

こ
ち

ら
か

ら
→

）
　

＊
�Yo

uT
ub

eに
よ

る
動

画（
録

画
）で

も
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
。（

正
式

記
録

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。）


